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諸
#
は
ぁ
ら
ゆ
ぇ
經
濟 

て
：上
の
詣
問
題
に
百
！̂

^
論
議
し
殊
に
货
幣
ビ
富V

の

■
s

s
s

i
i

i
i

i
i

s

,
從
僕
た
るli

過
ざ
す！

國Li,W

り
ズ
眞
正
有
効
；̂
る
富
け
北r

'

の
國 

逢
-
^

S'-

賃
幣
は
义
思
の
招
敬
す
‘，る
.
.，>
>こ
，ろ
に
し
.
'

X
'
.
*
,

 

J
. 

J 

/

て
？

K

 

树
敕
ャ
ち
も
.の
.に
沸
すW

論
ぜ
づ
。j 
..ク
.ク

ナ
シ
ト

,
の
講
論
の
中
心
謝
は
貿
易
平
衡
論
に
ぁ
-

0
。

公
倩
を 

以
ウ
て
戦
費
に
充C
N

る
を
非
難
し
內
國
消
費
税
を
最 

公
平
な
る
租
税
な
りV」

ホ
張
せ
る「

戰
费
調
ぶ
の
手 

段
方
法
に
關
す
る
！論」

は
被
の
政
治
輕
*
上
に
於
け 

る
彻
著
に
し
て
最
も
好
評
を
博
せ
し
も
の
な
-
^
。
.
 

D
u
i
o
t
l

 

j
^
e
f
l
e
x
l
o
n
s

 

JDOlitI.ciuew 

s
u
r

 

les 

J
F
i
n
a
n
c
e
w

.

.
贫
十
-
糖̂

(
I

ニ
：CH=U

.

雜

糊

n
:
ア
ダ
ム
。
ス
ミ

ス
ホ
誕
二
百
却
訊
'

$

{會
出
陳
讲IS 

卸4

‘眺

,

三
三0

を
支
配
す
る
根
本
原
則
に
關
し
廣
’饥
且
ウ
0
0
的
な 

る
見
须
を
風
へ
し
も
の
に
し
てe

n

 

g
6
n
6
r
a
l

な
る
义 

字
は
即
ち
最
も
注
意
す
べ
き
も
の
な
ら
。(

旧
^

一
八
九
ニ
卸
が
ス
ト
ンlL

於
い
ズ
出 

版
せ
ら
れ
わ
る
木
書
の
織
刻
版
な
リ」

ろ tf 

はら

\̂
:chilldy 

S
i
v

 Josiajl,—
* 

N
e
w

 

^Discourse 

o
f

 

T
r
a
d
e

 

JLOncion, 

1
6
9
3
.

I

本
書
は
彼
が
ニ
六
六
八
年J, 

0.
の
首
字
を
の
み
揭 

\

 

ノ

げ
て
出
版
せ
る

「

貴
及
び
貨

®
利
子
要
略」

を
咐 

\

補
改
®
し
た
る
も
の
に
し
て
其
の
#
版
の
出
版
は
一 

I
:

ソ
：：千
六
西
九
十
三
年
の
事
な
.

0.。

,

\ 
r
l
c
e
f
o
l

 

£>ひ

 

offkiis,

I
:

著
者
は
*
海
共
和
時
代
最
後
の
大
政
沿
家
に
し
て
本 

r

書
は
人
間
の
義
務
X

:就
い
て
論
じ
た
る
も
の
彼
の
有 

名
な
る
著
述
®
 i 

?

 

o

，彼
の
哲
學
的
論
文
の
多
く 

は
纖
詰
の
形
.式
を
有
す
れ
共
、
本
#

は
然
ら
や
。
極 

め
て
ス
ト
學
派
的
傾
向
を
有
す
る
も
の
に
し
て
箱 

1

及
筋
ニ
論
はP

a
n
a
e
t
l
u
s

の
著
作
、第
ミ
編
はp

o
s
f
-

is!̂

き

ト

キ

：

し
ト
に
ら
？

r;rrr-T 
ぐ
：-=1

et: 

ie 

c
o
m
m
e
r
c
e
,

 

•»
争
«

く 5
4

著
者
の
評
傅
は
確
な
ら
す
唯
ジ
™
ン
• &

 

I
の
印
度
會 

|社
の
出
躺
係
な
b

し
ぶ
稱
，せ
ら
る
。
彼
の
著
書
は
一 

七
一
八
t

三
八
ギ
じ
ニ
卷

ご
し
て
出
版
せ
ら
れ
し
が 

1

七
回
三
ハ
牛
及
び
五
四
ギ
鶴
剑
に
附
せ
ら
れ
、
而
し 

て

ギ
H 
I
マ
ン
の
全
集
に
も
收
め
ら
る
。
此
誉
は
货 

龄
の
購
買
力
の
增
減
が
國
庫
收
入
"

商
品
の
僧
格
、
 

外
國
爲
替
並
に
，貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
を
論
じ
た 

る
も
の
に
し
て
、
ス
ミ
ス
は
其
國
富
論
に
於
い
て

®
 

.
胳
及
公
僮
に
關
し
て
本
書
に
論
及
せ
り
。
 

cee) J
o

 s'! m
i
l
l

 

T
r
a
d
e

 

a
n
d

 

N
a
v
i
g
a
t
i
o
n

 

o
f

 

G
r
e
a
t

 

w
n
t
a
m

 

c
o
n
s
i
d
e
r
e
d
.

 

l
o
n
d
o
n
.

 

I
7
W
O
.

G
e
e

は
筑
十
八
世
紀
お
葉
の
英
國
商
人
に
し
て
商
業 

及
工
業
に
關
す
る
數
篇
の
著
W
論
文
あ
り
。
殊
に
本 

誉
に
於
い
て
は1

國
民
にV

ね
て
富
の
增
進
を
計
ら 

ん
が
た
め
最
良
の
方
法
は
自
國
に
齋
し
得
ベ.n,

外
國 

貨
物
の
輸
入
を
防
止
す
る
に
あ
る
を
カ
說
せ
り
。

部
命
命e

l
.

赏
目 
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第

十

セ

魅(

一
ニ
！0
ハ

プ
雑

報

ア

ダ

ム

•
ス
ミ
ス
仏
誕
S

年Si

念
曾H

M

ポii：! 

第

ヤ

號

コ

ニ U1
彼

に

は

尙

羊

毛

H

業

及

羊

毛

貿

易

に

M

す

る

三

著

#

に

て

も

一

鄙

の

金

嵐

の

み

货

微

た

.

^
得

べ

し

ど

4
」

 

あ

れ

V
；

も

ス

ミ

ス

が

引

ぼ

せ

る

は

本

書

の

み

な

.T
S

 

彼

の

貨

幣

論

は

媒

ら

ア

ダ

ム

*

ス

ミ

ス

の

國

ウ

川

§

i

第

i

筋

九

章

x
,
(
s

誠

 

一

S

蔵

)

論

第

一

編

I

及

第

i

に

引

用

せ

ら

る

。

力

&
.
S
I D

e

 

j
u
r
e

 

bel!i 

e
t

 

p
a
d
s
.

 

1
6
2
4

 

Hobbe$,, 

T
h
o
m
a
s
l

 

L
e
v
i
a
t
h
a
n
,

 

L
o
n
d
o
n
,

 

1
6
5
1
.

：
7

著

者

は

有

名

な

る

和

I蘭

の

法

：學

者

に

し

て

本

書

は

そ

 

の

，生

箸

に

し

て

國

際

法

を

論

す

る

も

の

な

ね

(

陳

列

 

せ

ら

れ

た

る

は

J

八

六

七

浑

巴

S
-
:

出

版

に

な

る

#

譯

 

n

r

本

全

ミ

卷

に

し

て

板

倉

卓

造

巧

藏

な

b

y

え

デ
 

S

I

^

^

T
 

u
p
i
o
n

 

I
M

S
e

y

 

a
n
d

 
c
o
!
*
n
.

 

L
O
I
K
3
0
P

 

1
7
5
7
-
5
8
.

，
著
者
®
學
風
は
所if.,

T
l

カン
i

.チリ
ズ

ム.に反する 

-

も
の
に
{
て
、
±
地
及
び
勞
侧
を
以
つ
て
國
常
の
源 

,
M
ご認
め
、
.ク

力I
ドオに
先
立
つ
て
の
尺
度 

は势働量な
^

ざ論
$
^
り。
又貨悠に關

する：彼の 

.

意見は嘗てマッカ

ドックを
して货粮に關

する
® 

良きなり
.ご云はしめたる群にで、頗る

R
t
t
あ
 

W

して彼は単本位論

'

待して、何れの

S

'あ

ホ
.ッ
プ
ス
は「

權
力
は
正
義
な
り」W

の
敎
義
を
宜
明
し 

た
る
最
大
の
近
世
的
使
従
に
し
て

彼
は
其

政
治
哲
學 

.

.中
に
於
い
ャ
幾
多
の
經
濟
論
を
表
明
せ
り
。
然
れ
共 

彼
は
未
だ
輕
濟
學
の
獨
立
科
學
た
る
事
货
若
し
く
は 

.

政
治
®
學
中
に
於
け
る一

部
門
た
る
事
賞
を
認
め
ざ 

ら
し
も
近
代
の
經
濟
學
中
に
編
入
せ
ら

れ

つ

、
あ
る 

諧i
f

の
殆
ん
ご
x
i部
を
包
容
せ
ん
ビ
す
る
の
微
あ 

ら
例
へ
ぱ
债
値
及
び
债
格
、
分
配
及
び
交
換
等
經
濟 

:
學
上
に
於
け
る

名
詞
の
定
義
に
關
說
せ
る

が
如
し
。

J

て

ダ

ム
•
 

t

ス

は「

國

富

論」

，第

一

編

敏

章

に

於
 

い
て
ホ
ッ
プ
ス
の
言
た
る

「

富
は
力
な
り

」

を
引
旧
せ 

P

 

(

小
廣
信
三

i
i
f
®
)

ほ

£
た

iIlfad..

I
 c

a
y
s
s
e
v
.

,
,作
者
は
®

に
希
»
の
一
大
詩
人
た
る
の

み
な
ら
や
、
又 

:
M
,叙
事
詩
に
於
い
て
は
古
今
に
I肩
を
比
ぶ

る

も

の

なじ 

し
ざ
稱
せ
ら
る
。

ニ g
E

は
共
に
ト

ロ
ィ
戰
爭
に
於
け
る 

英
雄
を
収
扱
ひ
、
前
者
は
ァ
キ
ク
I
ズ
の
憤
怒
を
主 

I

題
£

し

、

後
者
は
ォ
I

デ
シ
：ダ
ス
の
胃
臉
を
其
主
題 

ご
す
？
一
 一

害
共
に
希
®
人
に
關
す
ろ
記
述
に
於
い
て

， 

ア
タ
ム

♦

ス
ミ
ス
の

r

刷

，；

論」

中

に

引

用

せ

ら

る
 

H
u
m
e
,

 

D
a
v
f

 
J

 

political 

s
s
c
o
u
r
s
e
s
.

 

E
d
i
n
-

 

!)cr

のIv 

J7
5
2
:

ヒ
ユ
I

ム
は
經
濟
學
め
冗
能
性
を
信
じ
，其
主
題
を
彼 

述
せ
6

ご
雖
も
、•ル

，， P

終
に
其
名
雕
を
用
ふ
る
事
な 

く
し
て
止
め
み
。
，本
誉
中
に
於
い
て
取
扱
は
れ
た
る 

‘題
目
は
商
業
、
技
術
の
，精
練(

.奢
侈)

貨
路
，
利
子
賀 

メ
易
の
平
衡
"
贸

上

の

嫉

妬

"
粗
能
及
び
公
信
用
に
し 

て
、多
く
皆
政
治
家
的
見
地
ょ
ら
觀
察
せ
ら
れ
た
ヶ
0 

彼
は
賞
に
經
濟
學
が
政
治
哲
學
ょ
り
發
生
せ
ん
す

る
に
際
し
猶
も
其
の
過
渡
の
階
段
を
代
表
せ
る
者
た 

:
り
マ」

雖
も
，
是

等

斷

片

的

な

る

論

文

巾

に

は

せ 

る
思
想
の
脈
絡
あ
-
^
て
或
る
意
味
に
於
い
て
は
輕
濟 

學
の
體
系
を
構
成
す
る
も
のV

J

も
稱
す
る
を
得
可 

し
。
ジ
ょ
I
, H

ッ

チ

I
ト
ン
は
本
W
を
稍
し
て 

.「

雜
濟
學
の
搖
藍」

ご
云
へ
る
が
彼
の
親
友
に
し
て
後 

1
灌
た
る
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
が「

國
赏
論」

は
此
搖
藍
裡 

に
^
$2
成
せ
ら
れ
た
り
。
ヒ
ュ

I

ム
は
純
正
哲
舉
に
於 

け
る
ご
等
し
く
經
.满
舉
に
於
い
て
も
亦
獨
創
敢
爲
に 

し
て
且
效
梁
大
な
る
建
設
者
た
ら
し
な
.

CN

‘ . ：1!̂ 
信 
3 

兩
.氏線、

H
u
m

e
,

 

D
a

v
i
d

l

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o

f
 E

n

を

n
d
.

 

1
7
7
2

 

本
書
は
じ
ュ

I

ム

を
し

て

有

數

な

る

史

家

の

！

人
た 

ら
し
め
し
も
の
に
し
て
、
先
づ
筆
を
太
古
に
於
け
る 

シ
I

ザ
I

の
英
國
侵
略
に
旭
し
て
、

ジ
エ
ィ
ム
ス
ニ 

世
の
廢
位
即
ち
名

*

革

命

に

結

ぶ

本

*
は
ス
ミ
ス 

「

國
富
論

」

に
引

用

せ

ら
る

、
こ
ご

K

だ
多
し
-

I
1

耶
小

第

十

セ

營(

一
ぢ
0
七)

雜
‘

郝

ア

ダ

ム

•
ス
ミ
ス
生
謁
ニ
宵
年
記
念
會
器撒

！：5
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银

十

セ

怨

(
T
I
n
o
i
—

ア-
グ
ム
♦
入

Eii

書
は

I
八
七
六
¥
プ
ィ
ラ
ン

V 

‘：：

.

デ
ル
フ
ィ
ア
新
版
な
り

)
:

:
:

/
/
S
2ク 

D
a
d
i
d
I

 

E
s
s
a
y
s
,

 

I
VIoral 

a
n
d

 

I
P
O
H
t
I
c
a
】. 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
,

 

1
7
4
8

 
‘ 

.
 

/

本
险
築
ぱ
講i

i

文
集
のI

S

 

}

部
に
し
てr

七

一

年
 

に

，初

版

を

出

し

た
.

ev。
本
論
集
は
ス
ミ
ス
のr

刷
當 

.
ル 1-

1

中
に
引
用
せ
ら
る
、
こ

甚

だ

少

な

し

Q 

h
u
t
m
e
s
m
,

 

F
m
n
c
i
s

 
i 

S
y

ホ
びm

 

of 
M
o
r
a
l

 

Khiio- 

Sophy. 

L
o
n
d
o
n
,

 

1
7
5
5
. 

;

.本
書
の
^

版
せ
ら
.れ
た
る
は
.著
ポ
の
死
後
即
ち
一
七
一 

: 

:
:
$冗

年

な

ゎ

，ビ

雖A
其
め
：成
れ
る
はj

七g
p

 j
お

な
\ 

:
i
o
:ン
：ッ
チ
ソ
ン
は
所
謂
功
刺
虫
義
的
備
理
學
說
のI 

剑
唱
者
のi

人
に
じ
，て
、

彼
が
め
し
ス
ス
，ゴV

大

學

にj 

於

け

る

，講

義

は

ア

ダ

ム
®
ス
ミ
ス
に
甚
大
な
る
感A

：! 

.を
與
へ
た
ら
。
本
臀
は
，貿
易
の
平
®
、國
家
的
制
规
及 

び
，
人
n
等
に
M
し
て
は
猶
は
職
分
‘マ
I

カ
ン
チ
リ
ス

ト
流
の
思
想

.
V

有
す
る
も
、
然
が
も
後
：

グ
ラ
ス
ゴ 

I
大
學
に

.於
び
る
其
の

i
.座
め
嬉
承
游
ア
ダ
ム
ス
，

I

m

i

ス
生
謎
ニ
-白
年
記M

愈
ねM

齋H

 

ポ

セ

辦

ニ

！
 n! H

ミ
ス
が
其
の「

國
富
論」

中
に
表
明
せ
る
諸
理
論
を 

豫
示
す
る
幾
多
の
章
.
を
包
有
す
る
な
り
。

L
a

 

Ridiire) 

M
e
r
c
i
c
r

 

d
e
—

 

L
d
r
d
r
e

 

naturel 

et 

•essentiel 

les 

SOCI6t&. poli.tiques. 

Paris, 

1767,

;
j

此
の
®
は

ス

"
"
ジ
オ
ク
ラ
シ
ィ
の
見
卿
を
以
て
國
家 

ソ
■

哲
學
の
體
系
を
立
て
ん
’
號
み
し
大
著
な
り
。
其
前 

半1
!

十
六
章
は
政
治
哲
學
を
說
き
後
半
十
八
章
は
經 

\

 

.
:

濟
論
を
叙
述
す
。
，フ
サ
ジ
オ
ク
ラ
I

ト
の
中
、い
學
说 

\

の
®

も
明
硫
な
る
說
明
は
之
を
此
の
書
中
に
求
む
，る 

を
得
ぺ
し
0
成
ひ
は
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
I

の

r

法
の
精 

刺
に
就
い
て
し
以
上
の
名
著
な
リ
ご
推
稱
す
る
も
の 

•

あ
，む
。(

增
弁
幸
雄
氏
藏
一
九 

一0

年
版)

J
o
h
n

 

I 

M
o
n
e
y

 

and. 

T
r
a
d
e
,

 

considered. 

W
i
t
h

 

a

 p
r
o
p
o
s
a
l

 for S
u
p
p
l
y
i
n
g

 the 

N
a
t
i
o
n

 

w
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o
n
e
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E
d
i
n
b
u
r
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1
7
0
.5
.

本
載
は
最
お
赚
格
蘭
離
會
及
英
駒
#
相
に
紐
言
せ
し

レ

に

の

i：i
し
て

I らI  
1 , 
I 七

P
I #

I

I

1

I
に
於

.

-
y

て
な
り

.
而
し
て
彼
は

.就

.然
.̂
ろ̂
マ

I

力 

ン
チ
タ
ネ
ト
の
立
場
ょ
り
一
國
齋
業
上
货
將
の
必
要 

な
る
所
以
並
び
に
此
の
必
悪
な
ろ
货
悠
の
供
給
を
地 

加
せ
し
む
る
方
法
を
論
じ
た
み
、

ア

ダ

ム

•

ス
ミ
ス 

は

其

の

「

S
S
I
J
卞
に
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P 

Iの
所
說
を
引
用 

せ
り
。
因
に
本
文
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ヮ
ー
け

ら

に

つ

て

侧

f
t

せ
ら 

.

れ
た
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ご
云
ふ
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.
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#
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六

八

八
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原
則
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i
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擁
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に
し
.

て
其
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容
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キ
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ざ
办
繊
簡
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の
說
明
を
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I
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め
ら
る
\

に
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至
れ
り
。ぃ
％
會
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®
礎
は
自
ホ
及
財
産 

墟
讓
の
た
め

§

'契
約
な
り
と
せ
る
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見
解
は
民
約 

,

論
に
於
け
る
ル
ソ

I

の
思
想
の
先
驅
を
な
せ
る
も
の 

な
な
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.
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h
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h
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.
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'

p
ッ
ク
は
第
十
七
世
紀
末
英
國
に
於
け
る
利
論
# 

史
上
に
特
筆
す
可
き
人
な
ら
、
本
篇
中
其
の
三
分
の
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ニ
占
む
る
利
子
低
減
論
は
凡
そ
か
のE

x
c
h
e
q
u
e
r

 

.

の
閉
®
せ
ら
れ
た
るj

六
七
ニ
年
の
交
に
成
り
し
も 

の
に
し
て
一
六
九
0
報
彼
は
之
れ
に
货
^
£
眺
偵
論
を 

':::

加
擎
し
九
一
一
年
®
名
の
著W

し
て
公
列
せ
る
も
の
な 

本
著
は
其
の
表
組
に
於
い
て
は
利
子
低
減
及
び 

货
®
價
値
睡
高
の
結
跟
を
論
じ
た
る
も
の
に
過
ぎ
す 

タ
雖
も
成
粗
庇
迄
*
濟
學
の一

般
原
理
に
關
す
る
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:論
た
るQ

性
質
を
具
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す
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も
の
な
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高
橋
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郞
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.
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本

臀

は

同

年

に

が

行

せ

ら

れ

ぬ

；0
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す
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著
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等

0

著
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藏
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R
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R
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.
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蒸
者
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！
六
九
五
ギ
を
以
て
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e
c
r
e
t
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l
e
a
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s
u

r
y
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官
せ
ら
.れ
た
る
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り
、
殺

W

の
急
に
总 

れ
る
货
改
鎭
に
，鸯
す
る
が
た
め
に
通

K

の
現
狀
を 
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查
す
可
き

3

日
を
命
せ
ら
れ
、
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結
跟
ま
癒
て
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な
り
て
同
年
九
月
出
版
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ら
れ
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.
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.
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.潜
者
は
ス
び
レ
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の
零
落
せ
る
貴
族
の
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生
れ 
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治
家
兼
文
學

者VJ

し
で
有
名
な
る
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大
思
想
家
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ヤ
キ
ア
べ
リ
ズ
ム
の
名
に
ょ
つ
て
廣
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:

ら
る
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交
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せ
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な
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號
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of Piorence, 

本
誉
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者
が

Cardinal 

Julius 

(

を

の
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e
m
e
n
t

 

の

命

を

受

け

て

執

筆

し

一

五

ニ

五

か

J
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U
S

 

に
提
出
し
た
る
も
の
な
ら
。

マ

キ

ア
グ

H

ジ
に
特
^
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1
 

な
る
明
晰
豪
快
な
る
思
想
は
此
の
熟
達
せ
る
歴
史
的 

刷

究
の

中
に

最
も

良
ぐ

表

は
る

、

言
は
る

*
 ̂(

陳
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の
本
書
は
一
八
七
ニ
年
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ロ
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版
な
ね
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i
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b
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n
d
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:

著
者
は
和
蘭
に
生
れ
醫

®
を
業
ご
せ
る
諷
刺
作
家
。
 

後
に
英
國
に
水
住
す"

本
著
の
甚
礎
を
な
せ
る
英
詩 

the 
G
r
u
m
b
H
n
g

 

H
i
v
e

は

‘一
七
o
'五
ま
ハ
片
の
小
冊 
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し

て

刊

行

せ

ら

れ

し

が

次

い

でj

四
年
に
如
め 

て
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表
題
を
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V

て
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o
r
a
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V
i
r
t
u
e

並
に
魏
多
の
傭
券
を
附

し

て

刊t

せ

ら

れ

其

後

版

を
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ぬ
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に

至

れ

り
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ダ
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德
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情
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i

し

於

い
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本
誉
の
道
德
觀
を
批
制

せ

み

b
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le c
o
m
m
e
r
c
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Paris, 
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八

世

紀

の

前

過

半

經

濟

爐

想

界

に

於

け

る

停

滞

不 

; 

'振

の

時

代

に

あ

-
^
て
僅
か
：に

其

の

空
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を

滿

す

も

：の 

の
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ち
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L
a

w

の

秘

書

た

ぐ

し

ム

ロ

シ

の 

本

書

な

り

。

此

誉

に

：於

い

て

吾

人

は

マ

I

カ
ン
チ
タ 

ズ:

ム
，の

影

響

を

受

け

ね

る

赚

多

の

形

跡

を

敬

見

し

得 

る

も

然

か

も

彼

は

現

時

に

於

い

て

了

解

せ

ら

る

、
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ぉ

き

保

碰

制

度

を

生

張

ず

る

こ

を

な

く

且

消

欽

者
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ネ
を
，は
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產

者
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，こ
れ
に
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，れ
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の
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悉

せ
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檢
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官

ょ
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^
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布

禁

止
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受
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。
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ラ

I

ト
の
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を
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。
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，
此

の

，書

は

彼

の

尙

農

主

義

的

見
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を
最
も
完
全
に
叙 

‘
V

述

せ
.

る

も
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に

し

で
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一

r

あ
ら
ゆ
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?

彼
の
著
#
中
の
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上
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し

く

は

最

も

少

く

惡

し

き

も

の」

ご
の
評
め
タ

® 

，ヶ
ォ
ー

に
負

ふ

所

多

く

其

の

筋

七

草

全

部

は

彼

の
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す

る

所

ビ

稱

せ

ら

る

ヶ

ネ

I
の「

經S
表」

を
稱
讚 

せ
る
ミ
ラ
♦ホ
I

の
富
葉
は
著
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な
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し
て
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ミ

ス
國
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ス

ブ
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ォ

ク
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.
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此
-

の

誉

は

モ

ン

テ

ス
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ユ

I

の
主
著
に
し
て
輕
濟
學

:
一
上
に
於
い
て
は
マ
I
:力
ン
チ
ク
ズ
ム
ょ

b
自
ぬ
主
義 

-

に
至
る
過
渡
期
の
，產
物W

見
る
ベ
く
其
の
所
論
に
は 

時
代
に
先
行
せ
る
所
あ
b
v
.認
め
ら
る
。
此
の
書
に 

於
け
る
彼
の
貨
幣
ぜ
息
、商
#
等
の
歷
史
並
び
に
希 

職
人
の
敎
育
、
.道
德
觀
に
關
す
る
知
識
は
ス
ミ
ス
國 

®
論
中
’に
引
用
又
は
批
評
せ
ら
る
、
所
な
り
。
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篇
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モ

擁

H
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.

る
マ
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此
著
は
國
家
に
ビ

り
て
政
富

梢
货
の
常
道 
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.は
外
國
貿
易
に

あ
ら
ビ
論
や
る
も
の
な
ね
。
.東
邦
印 

.
度
會

社
の
地
金
輸
出
に
關
す
る
論
爭
は
マ
シ
の
子
ジ 

/V

ン
♦
ァ

シ

を

し

て

父

の

死

後

一

一
十
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を
親
て
こ
の 

:

て
；
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を

出

版

せ
し

め

ね
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は

第

ホ

七世
紀
前
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に

於

け
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も
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歩
せ
る
マ
1
力
，
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チ
リ

ス
ト
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立 

脚

地

を

丧

明

す

る

を
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^
に
其
の
：時

代

の

i

般

的
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濟 

思

想
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の

狀
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を物

語
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も

の

な

ヴ

。ァ
ダ

ム
•
ス
ミ 

-
;
:メ
が
國
富
論
中
に
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駒
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素
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S

仏
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M

卯
の
货
微
改
鶴
を
巾
心
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し
て
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時
の
識
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間
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徵
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る
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ト
ノ
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ュ
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>
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て
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書
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し
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す
る
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の
觀
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土
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び
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:

富
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資
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な
シ
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資
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抱
懷
せ
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.
れ
ゐ
た
る
思
想
な
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之
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I
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。
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。
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濟
學」

な
る 

一
を
後
に

至

-
^
て

增

被

し

取

行

本

ご

し

て

列

行

せ

る

も

の

に

し

.
 

て

、

經

濟
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史
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述
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濟
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知
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を
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述
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デ
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節
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著
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に
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を
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な
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狭
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ょ
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ヶ
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濟
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檢
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れ
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。
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學

i
i
i

其
他
に
W

す
る
數
論
を
併 

せ
納
む
。
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i
m
s
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y
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V
i
e
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o
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J?ro
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o
r
T
O
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i
L
c
o
n
o
m
y

 

in 

E
u
r
o
p
e

 

since 

the 

i6th 

Century. 

L
o
d
s
,

 

IS47,

本
勤
は
一
八
四
六
キ(

M
i
c
h
a
e
l
m
a
s

 

T
e
r
m
)

及
一
八 

因
七
ギ(

L
e
n
t

 

T
e
r
m
)

に
オ
ッ
ク
ス
フ
す
|
ド
大
學

に
於
い
て
爲
せ
し
講
義
に
し
て
九
講
ょ

b

成
る 

第1
1

講
に
於
い
て
は
マ

I
力
ン
チ

'リズム：

の

S 
®
を

I
S
9
.

本
書
に
於
い
て
は
先
づ
ァ
ダ

ム
•
ス
ミ
ス
並
.に
彼
の 

.

祖
跳
ま
の
觀
濟
舉
說
.の
出
#
點
.な
る
自
利
心
ざ
ス
ミ 

の

「

道
德
的
情
：

g

論」

に
現
は
れ
た
る
思
想
の
關 

係
を
明
な
ら
し
め
ん
ビ
す
。
依
り
て
鎮H

旧
ぃ
に
て
ス 

ミ
ス
の
偷
则
學
說
及
親
濟
學
說
を
、第1

一
章
に
て「

自 

利
心J
マ

」

道
德
的
情
操
論
を
述
ベ
、
次
，
い

で

第

三

章

自 

^
心
ざ

國
赏
論
、
第
章
ス
ミ
ス
の
超
學
的
价
界
觀 

を
說
述
す
。

四
、
擁
チ
七
、
八
，世
紀
わ
於S

る
董
要
な
る
經
濟
書
0

A.nc£2
、sofl) J

\
，t

n
c

s
En<qul.rv into 

the

tire 

o
f

 

tlie 

c
o
r
n
r
L
a
w
s
: 
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a

 

*
v
l
e
w

 

t
o

 

t
h
e

 

n
e
w

 

C
0
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-Bin 

D
r
o
f
>
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e
a

 

l
o
r

 

S
c
o
t
l
a
n
d

 

E
d
i
n
b
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r
w
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 Recreations 

in 

Agriculture, 

Natural,

HistoryvArts, 

a
n
d

 

Miscelianeous 

literature, 

ひ
づols. 

L
o
n
d
o
n
,

 

I17Q9-I802 

著
者
は
所
謂
地
代
論
の
鼻
祖
ぶ
稱
せ
ら
る
、
人
な
り 

地
代
論
は
通
常s

c
a
r
d
o

め
名
を
以
て
記
憶
せ
ら
る 

れ
"ざ
も
、
其
中
心
と
も
云
ふ
可
き
、
地
代
は
穀
價
の 

一
部
を
成
さ
す
ヒ
の
思
想
は
旣
に
早
く
：
 A

n
d
e
r
s
o
n

 

の
道
破
せ
る
所
な
.r.。

在
に
®
ぐ
る
所
の(

1
)

は
穀 

法
論
に
し
て(

ニ
}
は

I

と
九
九
年

，彼

に

ょ

り

て

創

列 

V
:

せ
ら
れ
た
る
.雜
誌
の
盤
錄
な
ゎ
。
-
M 

B
a
r
b
m
"

 

Nicholas 
i (

I,)

,
 A

 

D
i
s
c
o
u
r
s
e

。
1 Trade.

jLondon, 

l
o
o
p

 

r

—

I 

(
2
) A

 

Discourse 

concerning 

c
o
m
s
p
-

 

the 

:
N
'
^
W
M
O
n
e
v
l
i
e
l
l
t
t
e
r
:
l
L
o
r
d
o
r
v
I
6
9̂
.

(
r
)

は

B
a
r
b
s

が

N
,

 

B
.

 

M
,

 

D
.

な
る
廣
名
に
て 

公
に
さ
れ
し
も
の
o
.
一
 

九0

五

ホ

H
o
l
l
a
n
d
e
r

敎
授 

之
を
翻
刻
せ
な
。(

ニ)

は

w
a
r
b
s

の
最
後
の
著
作 

.

に
し
て
、L

o
b
k
e

の
貨
脾
S

®

論
に
對
す
る
反
劉
論 

ご
し
て
著
さ
れ
し
も
の
、
货
很
は
法
律
に
據
タ
て
作 

ら
る
、
價
値
な
b

。
，
而
し
て
其
®
値
の
差
は
該
片
の 

極
印
及4

4

さ
に
よ
り
て
知
ら
る
ど
云

八
る
法
定
論
者 

.

の
立
脚
地
に
立
ち
、L

o
c
k
e

の
|

4̂
れ
ご
相
反
せ
る
諧 

へ：
般
の
命
題
を
列
料
し
>

 

而
し
て
是
じ
甚
き
て
其
誤
認 

を

論

®

せ
んヒ
せ
b

o

 

Briscoe,
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I

 f r
)
A

 

D
i
s
c
o
u
r
s
e

 

o
n

 

t
h

ひ L
a
t
e

 

I
^
u
n
d
s

 

o
f

 

t
h
e

 

M
i
l
l
i
o
n
-
A
c
t
,

 

j
L
。

けte
r
y
-
A
c
t
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 a
n
d

 

B
a
n
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o
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n

征a
n
d

 

I
L
o
n
d
o
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,

 

1
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9
4
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:
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ホ
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Discourse 
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LateFunds of 
け
が
み
 

Million-Act, L
o

けtery-Act, a
n
d

,. 

. 

..
 

B
a
n
k

 of Ê
neland. 

tordon,

右
の
善
は
著
者
の
嚴
策
を
提
繁
せ
る
も
のU

レ
て
-彼

银
。十

七

想

(
！

三n!

ニ 

J
:雜
韻
ア
ダ
ム
ク
、ミス

「

ホ
'諷
ニ
试
年
能
念
會
m
赚
傘
目

11! M

 

七
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银

十

七

a

1
三)

雜

報
ア
ダ
ム

® K

、、、ス
生
誕
二
百
年
盟
赏
響
目 

は
纖
一
い' 
て
*

H

地

銀

行I

に
立
^

提

唱
‘：̂
か

な

t

 

B
c
c
c
a
r
l
a
l

 
A

 
D
I
s
c
d
u
r
s
e

 

o
n

 

.
p
l
l
b
H
C

 

o
e
c
o
n
o
m
y

 

a
n
d

 

C
o
m

日e
r
c
e
.

 
L
o
n
d
o
n
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1
7
6
9
.

著
者
は
併
大
利
ミ
ラ
ノ
の
入
、Encyclopedia

並
.ご

- 

M
o
n
t
e
s
q
i

の
著
#
に
就
い
て
法
德
及
經
濟
學
を
一 

學

び

i ;!

叩

見

時

资

拔

ぐ

も

の

め

b
。
其
の
雙
淹
政
ノ
ー 

策
上
よ
ら
見
る
時
は
.大
體
に
於
て

重農主義に®す

\

:
,
る
も

の

な

ク

0 

,

I 

D
e
f
e
n
c
e

 

o
f

 

U
s
u
r
y
,

 

s
h
e
w
i
n
g

 

t
h
e

 

0
 ̂

n

 

o
n

the t
e
r
m
s 

o
f 

p
ecun

i
a
r
y 

B
a
r
i
s
.

 

D
u
s
r
v

 

I7SS.

，
副
®

0

示

ず

が

如

く

貸

借

め

條

件

に

法

撒

的

制
 

吸

を

附

す

る

は

斋

紫

の

發
.達
を
附
出
；

J

ず

る

拙

策

な0 

V;:

ビ

論

や

。
本

»

は
じ
七
八
七
;，̂

露西
.，

亜

ょ

，
，
友

人

に
 

.

"'ル
て
た
る
W

翰
の
連
®
を
以
て
な
る
も
の
な
る
が 

-

中
r

ダ
ム
e

ス
ミ

ス
、に
宛
て
た
る
も
の
1
^
利
傘
最
高 

ゆ
御
服
2
2
關

し

て

>
^
,
ダ

ム

•
ス

ミ

ス

を

瑜

政

し

•

ス

银
七
眺
.

ni

五
八 

ミ
ス
を
し
て
子
弟
が
服
の
敎
義
を
改
善
せ
い
3
^
 ̂

し
め
た
タW

傳
へ
ら
る
。B

e
n
t
h
a
m

の
輕
濟
舉
著
霞 

中
傑
作
の
ニ
た
る
も
の
な
.

Os 

0
:

D
a
v
m
a
n
t
,

 

c
h
a
r
l
e
s
,
i

 

(
1
)
，

A
n

 

‘E
s
s
a
v

 

'onr" 、l
:
h
e

 

E
a
s
t
.
I
n
d
i
a
-
T
r
a
d
e
.

 

L
o
n
c
i
o
n
,

 

1
6
9

ソ

著
者
は
交
易
は
.其
の
本
質
に
於
て
自
ぬ
な
る
可
き
も 

の
に
し
て
之
を
制
限
し
拘
束
せ
ん
ご
す
る
總
.て
の
去 

貝
は
私
人
の
特
殊
の
®
的
に
資
す
る
を
得
ぺ
き
も
公 

共
にVJ 
&
て
有
利
な
る
事
稀
な
ら
ビ
し
、‘
交
易
R
關 

す
る
法
规
の
少
き
は1

國

民

が

商

取

引

に

由

.
^
て

榮
 

え

つ
\
ぁ

る

識

左

な.

c
s
t

斷

：せ

も

。
来

印

度

貿
n勿
に 

關
し
て
は
同
貿
n勿
が
平
時
に
於
て
國
家
の
年
收
を
增 

加
す
る
事
大
な
る
を
數
字
的
に
：立
瞪
し
以
て
善
く
東 

印
度
貿
易
を
占
有
し
得
た
る
國
家
は
ゆ
る
商
業
界 

を
支
配
す
可
き
も
の
な
り
を
主
張
せ
な
。

I

s

 A
n

 

E

l
 u

p
o
n

 

t
h
e

 

p
r
o
b
a
b
l
e

 

M
e
t
h
o
d
"
'

o
f

 

n
n
k
t

ロ
サ a

 

P

ル
©pi

e

 

G
a
r
s
r
s

 in 

t
h
e

 

B
&
a
a
c
e

 o
f

m

l
v
a
c
3e. 

I
L
O
n
a
o
n
、，

i 
ひ
o
ぬ
，

此
#
中
に
於
い
て
> D

a
v
e
n
a
i
i
t

は
彼
の
前
著「

戦
費 

.
調
達
論
H
に
於
い
て
主
：張
せ
る
：

S ：

地
消
®
税
も
戰
時 

じ

：狂

；セ

て

は

颇

る

合

理

购

に

；課

せ

ら

る

れ

共

 

>
,平

時：：" 

i:

に
あ
リ
て
は
、1

般
族
段
に
带
大
な
る
货
擔
を
及
ぼ\ 

..

さ
‘ぃ
る
を
得
ざ
る
が
故
に
平
和
克
復
後
に
あ
ね
て
はI 

:

木
適
當
な
る
も
の
な
ヶ
斷
ゥ
。
又
自
お
な
く
ん

j 

ぱ
交2 ：

勿
は
異
に
繁
躺
な
る
こ
を
能
は

や
、

E
額
な
る

\ 

m
:公
債
が

存
在
し
之
れ
に
：高
利
の

支
拂
は

る

、
時

は外

\ 

.
,國

贸

易

に

，劉

す

る

刺

激

を

著

し

く

減

激

，す

る

も

の

な

：j 

主
張
せ
ヴ
。
彼

は

贸

の

差

額

を

以

て1

國
が
一 

1
.
1ヶ
：報
間
め
货
n勿
に
ょ
.

CV

て
得
た
る
純
收
益
な
り
をI 

イ
見
る
も
特
殊
國
に
徵
す
る
貴
易
差
額
を
計
量
し
之
れ 

を
®

®
じ
て
立
法
的
方
策
の
.甚
礎
た
ら
し
む
る
の
非
‘

) 

な
る
を
論
じ
"

I

紫
易
の
差
額
着
服
せ
る
所
ぺ 

D
a
v
e
n
s
t

の
見
解
は
所
謂「

取
引
平
衡」

を
主
張
す 

る
地
金
靓
主
義
者
滋
の
見
解
ょ
り
更
に 

一
#
を
進
め

.

鎮

丁

七

を(
I
H
a
H
f
l

雜

報

た

5
。
交
易
の
自
由
を
主
張
せ
る
彼
の
所
論
は
彼
が 

國
家
干
涉
ょ
ゥ
經
濟
的
自
由
主
義
の
方
向
に
赴
か
ん 

ご
せ
る
填
十
七
世
紀
あ

0

過
渡
時
代
を
代
表
す
る
經 

濟
論
者
な
り

ざ

0
-
ら̂

る

、
所

以

な

り

。

—

(
3
y
N
e
w

 

D
i
a
l
o
g
u
e
s

 

u

力o
n

 

t:lie 

i
^
r
e
s
e
n
t

 

p
o
s
,

rure 

or 

Affairs, 
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sĵ

 .des 

of M
o
n
e
v
,

 

Natlo- 

nai 

Debts, 

p̂ublic 

Rev<snu

ひs. 

B
a
n
k

 

anci 

Ea;st> 

India C
o
m

力any, and dle‘ 

frad

ひ n
o
w

 

carried on 

b
e
t
w
e
s

 

France 

and 

Holland, 

L
o
n
d
o
n
/

 

171 
o
,

i

,誉

の

結

構

は

 >

 
七C

H

年
の
，出
版
に
係
る
彼
の
著 

「

近時の

一

ホツグ黨員の眞姿

」

に
.似
た
ら
。一 

七

七！

年
の
全
集
中
に
は
此
の
本
を
見
出
さ
す
。

ザm
t
q
l
s
、., 

I‘rjnc%s.—

 

A
n

 

j
a
s
s
a
y

 

o
n

 

W
a
y
s

 

a
n
d

 

M
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a
n
s
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o
r
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a
i
s
i
n
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J
M
o
n
e
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f
o
r

 

t
h
e

 

S
U
P
P
I
O
r
t
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f

 

t
h
e

 

P
r
e
s
e
n
t
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a
r
,

 

w
i
t
h
o
u
t

 

i
n
c
r
e
a
s
i
n
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t
h
e

 

IPu
b
l
i
c 

D
e
b
t
s
.
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o
n
d
o
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1
7
<
6
.

著

者

はI

七

五K

年

以

降

十

二

節

ギ

間

V
i
r
g
i
n
i
a

州

ア
グ

A
f
sミス生誕

.！百

-デ
部
會

5

膝
誉
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r
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難

報

マ

ダ

ム

-

X

の
.副

總

督
た
ゥ
。
本

戴

敦

題G
y

目
的
を
以
て
爲
さ 

れ
た
る
粗
桃
‘論

な

タ
0 

.
,
ド 

Forlonnais.̂

 

Francois,——

 

R
e
d
h
e
r
c
l
i
e
s

 

e
t
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c
o
n
s
i
d
e
r
-

 

a
t
l
o
n
s

 

s
u
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!
e
s

 

F
l

&
a

c
e

s

 

d
e

 

F
Y
a
r
c
e
.

 

B
a
s
l
e
,

 

1
7
〔
8
.

 

著

紫

は

D
.

A
I

e
m

b
e

r
t

及

び
I
D
i
d
e
r
o
t

の

f
n：

科
辭
典 

:

0
0
に
參
與
せ
る
溜
和
な
る
：重
..商

主

義

の

經

濟

學 

者

。.
本
*

は

ニ
卷
千
二
百
有
餘H

に
！旦
る
大
著
，に

し

\ 

て
佛
蘭
阿
財
政
史
に
關
す
る
：：

の
文
®

な
b

を

稱
„
 

せ

ら

る
。
'
 

'
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I
k
k
e

ブ J
c
h
l
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l
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relating to M
o
n
e
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a
n
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Trade, :
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c
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L
o
n
d
o
l
v

 1696, 

|

本

誉

は一

六

九

ニ

年

の

；

L
o
c
k
e

の
旧
名
の
著S

o
m
e

 

considerations 

of 

the 

c
o
n
s
s
u
e
n
c
e
s
.

 

of 

the 

w 

H
o
w
e
r
i
n
g

 

o
f Interest, 

a
n
d

 

Raisfne 

the 

V
a
i
s

o
f

 M
o
n
e
y
,

に

H

ハ
九
五
年
版
の
雨
小
冊
チS

h
o
r
t

 

Observations o
n

 a

 Printed 

P
a
p
e
n

 

及
び p'urther 

C-onsiderations 

concerning 

Raisin

め
'.

the 

.
 V

a
l
u
e

ス
ゃ
-讓r 

命5:お
#

目 

赞4 ,

爐

5
"
.
0

o
f

 M
o
n
e
y

を
合
卷
し
，

一

六
九
六
年
に
至
.

cs

其
の 

姓
名
を
暑
し
て
出
版
し
た
る
も
の
な
れ
高
橋
誠
一 

郞
氏
所
藏
>

1 k
o
m
a
s

"

I
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cHscourse 

of 

Trade, 

f
r
o
m

 

Eng..and 

into 

the 

East-Indles.. ILOndon, 

1.621.

第
十
七
世
紀
英
闕
東
却
度
會
社
に
對
す
ろ
非
難
が
喧 

器
を
極
め
た
る
時
そ
の
#
麵

を

明

確

に

餅

„破

し

得

な 

る
も
の
は
本
®
な
ら
。
東
邦
贺
h
勿
の
齋
ら
す
貨
物
が 

木
必
悪
品
な
ら
ざ
る
を
論
じ
、
跟
印
度
會
社
が
此
の 

か
ぶ
F勿
に
ょ
づ
て
英
購
民
を
利
す
る
細
を
指
摘
し
、
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